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（238） 〜（247） の サ ホ ン は 表1で［14］ と［62］ 〜
［71］にみられ疑問の残るところである。表1・表2の出
典となるそれぞれの史料が写しであることよりおきた
写本ミスか、あるいは何らかの意図があったのかにつ
いては現時点において未詳といわざるを得ない。
おわりに
　以上、検討してきたように嘉永元年（1848）のオラ
ンダ船脇荷物の取引は、弘化期の品々と同様、ガラス
器や陶器といった食器類、さらに薬品類が非常に多く、
その他雑貨類などであり、本方荷物にはみられない多
岐にわたる品々が存在していた。このように嘉永元年
に賃借人によって持ち渡られた品々は、当時の蘭学興
隆の面からみると文化史上、大変重要な意義を有して
いたといえよう。19世紀も中期を迎えるに従って日蘭
貿易における脇荷取引はその量と種類の多さより重要
な取引となっていたが、（9）嘉永元年の事例からもそれが
理解できる。
　以上の問題をさらに実証していくためには、より多
くの事例を今後も積み重ねていく必要がある。その調
査研究を通して近世後期における脇荷貿易、ひいては
日蘭貿易そのものの存在意味が解明されていくものと
思われる。
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表 1　嘉永元年（1848）オランダ船脇荷物の積荷目録
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表 2　嘉永元年（1848）オランダ船脇荷物の取引
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